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平成２７年第１２回 

幸手市教育委員会定例会会議録 

招 集 期 日  平成 27 年 12 月 11 日（金）午前９時 30 分 

開 会 場 所 権現堂川小学校 １階 会議室 

開会の日時・宣告者 平成 27 年 12 月 11 日（金）午前９時 30 分 山 西 実 

閉会の日時・宣告者 平成 27 年 12 月 11 日（金）午後０時 08 分 山 西 実 

出

席 

状

況 

職  名 氏    名 摘 要 職  名 氏   名 摘 要 

教 育 長 山 西 実 出 席 教 育 委 員 尾島 紗緒里 出 席 

職 務 代 理  赤 川 昌 行 出 席 教 育 委 員 中 根 政 美 出 席 

教 育 委 員 深 作 昭 美 出 席 教 育 委 員 前 田 一 郎 出 席 

 書 記：大 竹 孝 典・熊 田 貴 子 

議 

 

事 

 

参 

 

与 

 

者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 次 長 大 澤 一 男 権現堂川小学校校長 山 﨑 正 明 

総 務 課 長 木 村 卓 朗 総務課・主任  野 村 和 代 

学校教育課長  森 祥 一 社会教育課・主査 須 永 展 嘉 

社会教育課長  小 川 伸 朗   

学校教育課副参事兼吉田幼稚園長  槇 島 玲 子   

公民館長兼勤労青少年ホーム館長  脇 谷 道 夫   
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会 議 事 件 名 顛             末 

開    会 

午前９時 30 分 

 

日程第１ 

学校の運営状況等に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 開会を宣する。 

 

権現堂川小学校校長 

 学校の運営状況等について、資料により説明する。 

≪質疑≫ 

尾島委員 

 非常に地域の方との係わりが強い学校だということがわ

かった。また、地域との係わりが強いということは、子供

達の安心・安全にも繋がっていると感じた。少人数ならで

はの落ち着いた学びが出来る授業ということで非常に特

徴のあるものなので、引き続き続けていただきたい。 

中根委員 

 地域の皆様にとって大事な学校という印象をもった。学校

運営協議会、いわゆるコミュニティスクールについては、

これからの検討課題であるし、一つの学校の在り方だと思

う。これについては、すでに実践されているということで

私自身、現場での推進状況を勉強させていただきたいと思

った。 

深作委員 

 地域一体となって集団としての理想的な教育をされてい

ると感じた。 

前田委員 

 児童数が少ない学校で大変そうだが、全校遠足など少人数

を生かした教育をしており、すばらしいと感じた。 

職務代理 

 『学校で学び、家庭でしつけ、地域で育つ』という話が出

てきたが、私も同感である。しかし、現実にはまだ学校か

ら、しつけなど色々な面で地域や家庭にお願いしなくては

ならないことがあると感じた。大変な面もあるかと思う

が、その反面、地域が学校を支援し、ありがたい行動で支

えられているとの話も伺ったので、子供達のためにも先生

方が家庭や地域に積極的に関心を持っていただき、今後と

も頑張っていただきたい。 

教育長 

 学校の取組の中で、これから教育委員会として考えていか
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日程第２ 

前回会議録承認 

 

 

 

日程第３ 

協議事項 

１ 幸手市教育大綱

（案）について 

 

 

 

 

２ 平成２８年度幸手

市一般会計当初予算

（教育費）の要求につ

いて 

 

 

 

 

 

 

なければならない問題が二つ提起されたと思う。 

一つは授業の在り方について、従来の教師が中心となって

分かりやすく教える授業から、子供達自身にどう学ばせて

いくかといったアクティブラーニングの流れに移行して

きており、その先端を権現堂川小学校が実践している。定

例会終了後の視察で、国の求めている今後の教育の動向が

分かると思う。 

 もう一つは、これからの教育や学校の在り方の中で、小・

中一貫教育とコミュニティスクールというものが話題に

あがってくると思う。いかに地域で学校を運営するかとい

った一つの教育の大きな流れがあり、幸手市ではまだ制度

化はされていないが、権現堂川小学校では学校運営協議会

を立ち上げ、コミュニティスクールの先導的な取組を展開

している。 

 

教育長 

 前回会議録の内容について質問を求める。 

≪質疑≫ 質疑なし。 

≪承認≫ 全員異議なく承認。 

 

総務課長 

 資料により説明する。 

教育委員会及び事務局 

 協議を行う。 

総務課長 

 この協議で出たご意見を本日の午後に開催される総合教

育会議で市長にお願いしていきたい。 

 

教育次長 

平成２８年度幸手市一般会計当初予算要求のうち、教育費

の主要事業について、資料により説明する。 

教育委員会及び事務局 

 協議を行う。 

教育長 

 午後の総合教育会議で、幸手の子供達あるいは生涯学習・

社会教育の振興のために必要だというものがあれば、委員

それぞれの立場で重要性・優先性の高いものを市長にお話

いただきたい。 
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日程第４ 

議  事 

議案第２６号 

幸手市立幼稚園園長の

職務及び勤務条件等に

関する規則について 

 

 

 

 

 

日程第５ 

行政報告 

１ 教育長報告 

 

 

 

２ 事務局からの 

主要な報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 議案書により説明する。 

≪質疑≫ 

職務代理 

 整備する経緯を伺う。 

教育長 

 現在、吉田幼稚園の教諭の中に管理職の資格を持った職員

がいない状況がある。今年度末で園長が退職となることか

ら、管理的な力や資格のある人を改めて採用しなければな

らないため、整備するものである。 

 

教育長 

 １ １１月に出席した各種教育長会議等 

２ 幸手市議会関係 

３ 人事評価・人事異動に係る校長面接 

について説明する。 

 

教育次長 

 平成２７年第４回幸手市議会定例会一般質問(教委担当部

分)に対する答弁要旨ついて説明する。 

総務課長 

 幸手市小・中学校エアコン整備プロジェクト・チームの設

置について、資料により説明する。 

学校教育課長 

 １ 平成２８年度埼玉県公立小・中学校管理職選考結果 

 ２ 幸手市立小・中学校 学校評価 

 ３ 埼玉県学習状況等調査等の実施 

 ４ 平成２８年度当初教職員人事事務の予定 

 ５ １２月中旬から１月の行事予定 

について資料により説明する。 

学校教育課副参事兼吉田幼稚園長 

 １ １１月の行事 

 ２ １２月の行事予定 

について資料により説明する。 

社会教育課長 

 １ １２月・１月の行事日程 

 ２ 第５５回幸手市文化祭参加者数 

 ３ 体育施設利用状況 
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日程第４ 

その他 

１ 次回定例会の 

日程について 

 

 

 

２ 次回定例会の 

協議事項について 

 

 

閉   会 

午後０時 08 分 

 について資料により説明する。 

公民館長兼勤労青少年ホーム館長 

 １ １月の行事予定 

 ２ １１月の利用状況 

 について資料により説明する。 

社会教育課長 

 １ 図書館の報告事項 

 ２ １１月の利用状況 

 ３ 今後の事業予定 

 ４ 予約の多い図書(１１月・上位５冊) 

 ５ １１月の購入図書リスト 

 について資料により説明する。 

≪質疑≫ 

深作委員 

 中央公民館で開催される「七草がゆを食べる会」は昨年、

何名の参加があったのか。 

公民館長兼勤労青少年ホーム館長 

 定員２０名のところ、２２名の参加があった。幸手市自然

観察クラブの会員と併せると２５名の参加があった。 

 

教育長 

 各委員の意見を調整した結果、次のとおり決定する。 

第１回教育委員会定例会 

日時 平成２８年１月１２日（火） 

午前９時３０分～ 

場所 さかえ小学校 校長室 

 

教育長 

 さってアフタースクールの現状と課題について協議する

こととする。 

 

教育長 

閉会を宣す。 
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他 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 

な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、ここ

に署名する。 

 

 

               平成２８年 １月１２日 

 

 

 

       教  育  長   山 西   実 

 

 

       署 名 委 員   前 田 一 郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


